



現存し、国内最大級の藩政文書群といえる。本資料は、中世から近世にかけて対馬を支配した宗家、対馬藩に関す 文書である。これまで対馬宗家の藩政文書に関 て、御内書・老中奉書・毎日記の文書管理史、藩主 が祖先とした安徳天皇の由緒や陵墓調査などを分析してきた
⑴。しかし対馬宗家関係資料は、人口や村明細史料などの村の地





































して中心的な存在であり、そこを結節点として人や物 九州本土と往来した。対馬北部の対岸には朝鮮王朝 釜山があり、対馬藩は和館を設置、藩士や町人が常駐し日朝貿易を行っていた。日朝貿易は、国内産品を京都・大坂、中国・オランダの輸入品を長崎から仕入れ朝鮮へ輸出し、朝鮮から人参などを輸入 、国内へ販売する中継貿易であった。このように、近世日本において特殊な経済構造であった対馬の村落を分析することは 経済 考える上で また、解放された市場への対応可能性を有した国内の他地域と比較する上でも重要である。
　対馬における近世の村明細史料は、①元禄一六年「対州郷村帳」 、





難しい。しかし人数・家数に関しては全史料、牛馬は①および③に、また主要な移動手段の船が①に記載され、明治期の郡村誌との比較も可能である。その他、対馬藩士陶山訥庵（一六五七〜一七三二）がまとめた「口上書覚」に、対馬国内の人口変遷が三 年分（ 六七七〜一七一二）記録され、藩 政策に活かされている。
　また対馬にはいわゆる記述的な地誌も存在する。 「津島紀略」は陶






















村で、各郷では豊崎一七、佐護八、伊奈一六、 三根一〇、仁位一八、与良三〇 佐須九、豆酘三村となる。各郷の村数は幅があり均等ではなく、集落の自然条件など、それぞれの地域性に応じて村切り設定されたものと考えられる。元禄期以降 久根村の枝村が久根浜として分村、ま 枝村 して含まれるなど、各史料の村数は移動する。また生産力といえる田・畑・木庭（焼畑）の石高をみると、佐護は八村で三九三八・八八九石 与良は三〇村で三五三四・一六二石と、単純に村数と生産高は比例し い。これは海に囲まれた対馬の耕作地の少なさが原因であり、特にリアス式海岸の浅芽湾を範囲とする与良郷は 田畑木庭による が少なかったと考えられる。
　全体を合計すると、田畠木庭石高二万四六一一石、物成六一五三石、
家数三五一六軒、内神社一一五軒、寺院一四二軒 人数一万五一四九人、内給人二五七人 公役人 七〇五人、肝入一四二人、猟師八八五人、牛一六五七頭、馬一三五五頭 船七三五艘となる。物成は中原村が琴・舟志両村内に含まれる以外は、全村記載される また郷単位の合計しかないが、物成は石高の二五％と当時の対馬国内一定の割合である。間高制の一間＝四尺の換算方法も、定率の物成と関係しているとされ
（12）。そして家数は全村分、人数は五根緒・鰐浦・恵古・友谷・




　「対州郷村帳」 をまとめた陶山訥庵は、 医者・儒者、 郡奉行などを勤め、




















長崎町年寄福田十郎左衛門、同会所元〆役坂根宅助が、対馬八郷の海付きの村を、長崎俵物方の御用の めに した際の記録である。延享元年（一七四四） 、幕府は長崎町人八名 俵物一手請方を命じ、俵物独占集荷体制を構築し、各地の集荷を行った
（18）。この時、佐久間は














    　〃煎海鼠弐拾四五斤程取上申候
    　〃年貢三拾五俵余
    　〃人数五拾人程
    　　内桛者拾三四人御座候
    　〃蚫之儀ハ一切取上不申上候
    　〃材木等茂商売不仕候
    　〃家数拾四軒程
    　〃桛之儀ハ府中へ薪売出し申
　記載も 「弐拾四五斤程」 「五拾人程」 とあり、 いずれの項目も数量が余・
程と記され、二四〜二五石など曖昧な数字が多く、正確な数量か不明である。俵物の生産把握という目的のため、年貢・人数・家数の村の基礎的項目に関しても精粗がみられる。
　海付の村九〇村が中心であったが、佐久間が 是迄村々御年貢高等








深山・仁田内・井口・友谷・瀬田・樫瀧・飼所） 、数値に幅のある六村（久須保・犬吠 葦見 西泊 腰高 嵯峨、最大数値を採用）を含めて合計すると二九五三軒となる。人数は一〇九村の内 欠損九村（同） 、数値に幅のある三村（賀谷・鹿見・吉田、最大数値を採用）を含めて合計すると一万五五三八人となる。元禄一六年「対州郷村帳」 、家数三五〇四軒、人数 九八五 比較すると、家数は五五〇軒減少しているが、人数はほぼ同じである。
　本史料の後半は、河内染右衛門が島内各地で答えた「公儀御役人衆
応対之覚書」である。対馬北端の鰐浦関所において佐久間からの朝鮮渡口や朝鮮山の見物の希望や、木坂村八幡宮における宝物拝見に対応している。八月一四日、佐須奈村において佐久間はつぎのように対馬独自の間高制について質問している。
御当地田舎物成ハ町反を以取立可有之候如何之御取立方ニ候哉、又間尺与申事茂有之様承り申候如何之御算法ニ候哉、如何程古キ御仕来与相聞へ、大答御時代以来承り不申事候、序ニヶ様之古キ地方算用者承り置度希存候間、咄を茂被承度候由被申聞 付 元来町反之名目有之町反を以て間尺ニいたし候事ニ而御座候と相答候得共、其算法御用ニ入用者無御座候得共、自分稽古いたし置度候間、御書附被下候様被申聞候付、委細致 知候由申置、当国之儀他国与違ひ被成御覧 通之山国ニ有之候得者物成之仕付方ニ至候而茂 之通ニ者有 座間敷哉与奉存候 尤上々中下 田畑木
庭共ニ上畠之位ニ直し、一町三反三畝十歩を一間与定メ申たる法ニ御座候、委く書付可掛御目由申置ク
　そして八月二一日、河内は間尺算法の書付を佐久間へ差出したとあ





























湾南西に位置する尾崎浦に上陸し 不法占拠、略奪などを行っ 。イギリスなどの圧力により八月一五日に退去したが それ以前に幕府は外国奉行他の派遣を決定し、九 二〇日咸臨丸 乗り対馬に来航した。すでにポサドニック号が退去 ていたの 幕府は派遣目的を対馬藩から提出されていた移封願の調査に切り替えた
（26）。本史料はその
際に作成されたものであっ 。豊崎郷西津屋村より豆酘郷瀬村まで一一二村分のデータがあり、各郷の末 は出来高他合計を記す。各村の記載はつぎのように定式化している。    　　　　　豊崎郷西津屋村
    一籾麦弐百弐拾七石四斗四升七合七夕九才 　凡出来高
一八五
京都府立大学学術報告「人文」第七十号
    　　内弐拾石六斗七升七合七才 　種用
    　　同七斗参升弐合 　　　　　肝煎領
    　　残弐百六石 八 七夕弐才
    　物成五拾壱石五 九合六夕八才
    　　内四拾七石七斗壱升八 九 　上納
    　　同参石七斗九升 夕八才 　給人知行
    　一公役銀七百九 壱匁 分
    　一家数弐拾四軒
    　一人高百五拾壱人 給人寺社足軽百姓
    　　 　内男六拾壱人
    　　 同女六拾四人
    　　 同拾歳已下 女弐拾六人
    　　一牛弐拾六疋
    　　一馬拾五疋













めることができる。①から③までの一六〇年間、合計数値のみの比較となるが、石高は一・三五倍、家数は欠損を考慮するとほぼ変化はなく、人数は一・二四倍、牛馬は牛 ・九 馬二・二 といずれもほぼ倍増している。石高と 数はほぼ同じようにみえるが、人数に比べて石高が〇・一ポイント多く増加している点や、 の本格的な生産は、牛馬の増加が一因と考えられる
（31）。上記のように、江戸末期と比




























椎茸・布苔・鹿尾菜・木茸・干和布・雲丹・甘海苔・いわし梶切干か（干鰯） ・木ぶし・天草・砥石・蜜柑・木の実油・煎海鼠・干鮑（干鰒別記 鱶鰭 干烏賊 真烏賊・鰤・塩鯛 小鯛・鰺鯖・釣鯖・平鰤・羽魚・鰓 かます かう灰（空灰） ・牛馬骨 種油粕蚕糸・味噌こし 売薬 鶴 あいの魚（鮎） ・真珠 茶
　椎茸一万二千斤、代二四〇貫目など生産量と販売価格が記され、海

















および④ 「地誌編輯料下県郡戸長差出書類」 の、 各村に記される 「附例」
一九〇
近世近代対馬における地誌・村明細史料とその編纂




県令内海忠海宛の二三三号文書がある。それによると明治一五年五月二六日の県からの一九五号達により、 「史誌編輯用書類取調進達仕候、期限超過仕候得共、漸々調方手数ニ渉」と 郡村誌編纂用の史料提出を指示されたが、調査 手間取り期限が過ぎたと述べる。文書に続いて、上県郡・下 郡全体の合計、記述、上県郡各村（佐護〜大増） 、下県郡各村（桟原町〜志多留）の情報が記される。
　①「地誌編輯雑書類」には、明治一七年一〇月 八日上下県郡の実





誌編集用取調項目」が掲載される。社寺、池沼、堤塘、飛地 島嶼、暗礁、物産、民業の項目記 雛形と、朱書の詳細指示である。例えば「社寺」には「右ハ明治十二年六月現在調明細帳ニ記載ノ分ヲ列記ス、且神社ノ祭日ハ陽暦陰暦ノ別ヲナシ、寺院住職ハ現今ノ所ヲ記ス 然シテ某庵某堂ノ類モ寺ノ部ニ準記ス可 」とあ 明治一二年の神社明細帳は、現存する「神社明細帳 　対馬国上県郡」 「神 明細帳 　対馬国下県郡」と考えられる
（41）。
　また「物産」には「右物品欄内エ動物植物等ヲ記スルハ、只其種別

















格社、地主神社境内反別四畝歩東西十五間南北八間 祭日陰暦六月十一日十一月一日」とある。 「ヂヌシ」と読み 朱書されている。また祠掌の提出では、 「無格社地主神社、祭神大国主神、由緒不詳」である。これらの情報を統合して、郡 誌では「地主神社〈雑社々地東西十五間南北八間、反別四畝歩、村ノ中央字内ノ
𨺉
ニ安置ス、祭神大





　物産には、 質を示す等級、 輸出高、 輸出地名が朱書で追加されている。
郡村誌と比較すると、牛以外に甘薯一〇万斤が未記入である。近世の主要作物である甘薯は、 他村がほぼ記入され 上県郡内 は大浦、 飼所、越高の三村のみ未記入なので 何らかの意図があったか、誤記可能性も高い。 品は、杉六六〇本、大麦三 七石、大豆二四石、小豆一二石、蕎麦二四石、椿実油一石、煎海鼠二五斤、干和布二〇〇〇斤、甘海苔三〇斤、布海苔四〇〇斤と順番が違うが、郡村誌と同じである。煎海鼠から布海苔までは朱書で厳原への輸送も記 こ も郡村誌と同じである。
　民業について、戸長提出分は「男農ヲ業トスル者三拾三戸、女百八
拾九人男業ヲ補助ス」と が、 「百八拾九人」に「整テ」と う朱書修正が入り、郡村誌では、 「男〈農業者三十三戸〉女〈総 男業ヲ補助ス〉 」と変更され
　この他に④「地誌編輯料下県郡戸長差出書類」には、 「長崎県庁ヨ





で判明するのが、沿革や古跡に引用される地誌や歴史書である。大浦村の場合、 沿革では「津島紀事」や「海東記」 、 古跡の撃方山城では、 「津島紀事・津島史略・対馬紀略・続日本紀 であ 。複数引用される「津島紀事」 「津島紀略」は先述したが、 「海東記」とは、一四七一年成立の朝鮮の申叔舟編「海東諸国記」で、朝鮮・ 、壱岐・対馬・琉球の地理情報、交流の歴史を記している。いずれも対馬に関す歴史書を参考にした記述となっており、これらの書物を利 可能な人物、対馬において学問に通じた人物が関与したと考えられる。
　また一方で幕末から明治にかけての、新たな地域の歴史を記録する
場合がある。 宗家の祖安徳天皇 事例であ 。 藩主宗家は、桓武平氏を名乗り、祖を平知盛としてきたが、文政期に安徳天皇へ変更し、明治期に入り陵も対馬に所在するとして政府に認定を働きかけている
（43）。
　すでに明治五年「地理図誌」段階で、与良郷 「安徳天皇山陵」の

























国府（コフノ）平神社〈村 々地東西十間七合南北十七間三合反別六畝六歩、市街ノ西市今屋敷丁小字国府平ニ安置ス、祭神安徳天皇、宗義智、由緒社説ニ曰 皇ノ ハ天神々 ト同ジ 寛政十一年天皇ノ霊ヲ齋キ奉リテ護国大明神ト称ス
　いずれも祭神安徳天皇の記述であるが、天神々社では対馬潜行の過







まとめとしておきたい。まず各史料における村の情報の把握方法をみていく 、近世から近代への継承が判明する。元禄一六年「対州郷村帳」は、郡奉行を勤め学者でもあった対馬藩士陶山訥庵が編纂しており、村の情報を藩が収集した。明和九年「公儀役人廻村ニ付村々ニ而答書」は、幕府の長崎俵物方が各村へ廻村して現地で収集した情報であり、情報の精度に差がある。また文久元年「八郷村々惣出来高等調帳」は、これも幕府役人 来島を契機に藩の郡奉行所が作成し、 「対州郷村帳」と同じく 治一八年の「郡村誌」は、①戸長・神社など各 から提出された情報、② 役所が収集していた情報、③ 崎県が再度現地で確認した情報、④対馬または長崎学者系の人物が関与した 考えられる前近代に編纂され 地誌や歴史書類の情報 集積といえる。いずれも近世における①村からの情報、②藩・郡奉行のもとにあった情報 ③幕府役人が現地を廻村して収集した情報、④学者陶山訥庵の情報・編纂視点と重なり、郡村誌は近世地誌、村明細史料を「知」 ・ 「国家 ・ 「情報 のそれぞ の領域において継承したといえる。
　これらの村落単位での地域把握は、 安永五年の存寄書にあるように、
地方功者の役人による精密な対応・調査の積み重ねであった いえる。藩側でもその重要性 気づき 日朝貿易 衰退による財政難の時期に見いだしていく。それは 陶山訥庵が実 した猪狩令にみられる獣害対策など飢饉・自然災害、貿易衰退などの経済問題へ 対応としての
地域把握が、村落単位での地域把握を進展させたのである。
　明治に入り、全国事業として郡村誌編纂が進められたが、近世の地





































二〇一四年 ⑥「対馬藩における文化九年「毎日記」の引用 書き分けと職務」国文学研究資料館編『幕藩政アーカイブズの総合的研究』思文閣出版、二〇一五、 二二五
〜
二四六頁、⑦「文政期筑肥における
































































立文書館）紀要』一八、 二〇〇五 一 〜四六頁。




（9）「文献解題」 『日本歴史地名大系 　長崎県』 。（10）鈴木棠三『津島紀事』下、東京堂出版、一九七三、 七六〜八八頁。（11）原本は確認できていない。 『日本歴史地名大系 　長崎県』にある「対
州郷村帳」という名称で、長崎県立対馬歴史民俗資料館所蔵資料には確認できないため、 各項目の内容は「新対馬島誌」 （森山恒雄「対馬藩」九六八〜九七三頁）の全八郷 覧表 データを利用した。





























主張したのをはじめ、安政期に海防・開港問題を追加し杉村伊織が再び主張し、こ ポサドニック号事件により進展した。藩内にも反対意見があったが 文久元年の幕府調査も移封論に否定的であった（森山恒雄「対馬藩」一一二二〜一一二三、 一 二六〜一一二七頁） 。
（27）森山恒雄「対馬藩」一一五八〜一一六一頁。（28）『峰町誌』九五七〜九六九頁。（29）森山恒雄「対馬藩」九〇六〜 〇七頁。（30）森山恒雄「対馬藩」一〇〇三頁。（31）対馬には、 現在も在来馬八種のひとつ「対州馬」が飼育されている。（32）『福岡県史 　近代史料編 　福岡県地理全誌』 一〜六、 西日本文化協会、







































（40）大島太郎「戸長」 『国史大辞典』 。（41）長崎県歴史文化博物館所蔵、 上県郡 （一一
 一八五
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  （ひがし 　のぼる 　文学部准教授）
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